




Space Medicine Japan Youth Communityは、
宇宙医学に関する様々な活動を行う学生主体の
コミュニティです。宇宙医学の専門家を訪ねるス
タディツアーや、海外から先生をお招きしての講
演会、Facebookでの情報発信などを行ってい
ます。
2019年3月、Space Medicine Japan Youth 
Community主催の「宇宙医学スタディツアー」
が開催されました。医療分野から宇宙開発に携
わる先生方をお呼びして貴重なレクチャーを受け、
活発な議論を交わす場となりました。
現在、宇宙開発は目覚ましく進展しています。
NASAは2024年までの有人月探査の再開を目
指し、スペースX社は火星に人を送るべくロケッ
トの製造・打ち上げを行っています。こうした工
学的進歩の一方で、宇宙を目指すうえで必要な
医学・医療のサポート体制が整っているとは言
い難いのが現状です。
宇宙での医学・医療がより重要度を増す時代を
見据え、多くの医学生に「宇宙医学」という将
来の選択肢を知ってもらうことを目的に半年ごと
に開催されているのが、「宇宙医学スタディツア
ー」です。3度目の開催となる2019年の春は、
関東・関西の計5か所を訪問しました。以下が、
各日程の簡単な内容です。

■関東Day1＠JAXA相模原キャンパス：稲富
裕光教授より宇宙惑星居住科学について、そし
て石岡憲昭教授より宇宙での老化現象について

のレクチャーをいただきました。
■関東Day2＠日本大学岩崎研究室：研究員の
倉住拓弥先生と加藤智一先生から、宇宙をはじ
めとした極限環境での脳循環に関するレクチャ
ーをいただきました。また、同研究室の機器を
用いたヘッドダウンティルト（HDT）および低酸
素吸入の体験を行いました。
■関東Day3＠渋川医療センター：小児科医とし
て勤務されている石北直之先生から、宇宙麻酔
機器開発についてのレクチャーをいただきました。

▼関西Day1＠大阪医科大学：宇宙服の研究を
されている岐阜医療科学大学の田中邦彦教授に
レクチャーをいただきました。人類の宇宙進出と
宇宙服の発展の歴史や、現在の宇宙服の問題
点、最新の宇宙服モデルについてお話しいただ
きました。
▼関西Day2＠京都大学宇宙総合学研究ユニット：
寺田昌弘特定准教授からユニットの紹介を受け、

宇宙飛行士の土井隆雄特定教授から実体験を
交えたお話を伺いました。その後、石原昭彦教
授、神﨑素樹教授から研究内容の紹介をしてい
ただきました。

計5日間のツアーのなかではキャリア形成につい
ての議論も交わされ、これから他分野との接点
が増えていく医学・医療系学生の視野を広げる
という観点でも有意義な機会となりました。次
回のスタディツアーは2019年8月に開催予定で
す。宇宙での医学という新分野に興味を持たれ
た方は、下記連絡先にお気軽にご連絡ください！
Web： http://square.umin.ac.jp/spacemedicine/
Mail：
spacemedicine.japan@gmail.com
Facebookで宇宙医学ニュース
発信中！

医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

イノシルとは「医の（INO）中で、大 海を知る
（SHIRU）」という言葉の略です。様々な面で留
学を希望する医学生を応援しています。主にウェ
ブサイトやFacebookグループで医学生の留学
に関する情報発信を行っています。イノシルのウ
ェブサイトには、実際に留学したことのある医学
生および医師に執筆していただいた留学体験記
やコラム、留学経験者にインタビューをして執筆
した記事などが掲載されています。また、イノシ
ルFacebookグループは、実際に留学している方
と留学予定の方が気軽に情報交換や相談をして
つながり合えるような場となっています。さらに
留学資金のサポートを行う「Fanfare」では、医
学生および医師であれば誰でも利用できるクラ
ウドファンディングを提供しています。このように、
情報格差や経済的な格差を縮めることによって、

留学する医学生の数を増やすことができれば幸
いです。
医学生の留学に特化した情報発信のプラットフォ
ームは、これまでありませんでした。それぞれの
大学が独自のプログラムを持っていたり、あるい
は自分のコネクションで留学先を見つける人がい
たりしますが、それらの情報が集約されている場
所はなく、持ち得たはずの留学のチャンスを得ら
れずに卒業していく医学生をこれ以上増やしたく
ないと思い、このプロジェクトを始めました。
医学生は、閉鎖的、あるいは同質的になってし
まいがちではないかと考えられていますが、「プロ
フェッショナル」となるうえでは、多様な「際を
越える」経験が欠かせません。所属を越え、分
野を越え、国境を越える。越えるというチャレン
ジを繰り返し、小さな成功体験と安全な失敗体

験を通じて成長するための機会を作り出し、意
志を後押しするのが我々のミッションです。
留学に関する情報や留学経験者とのコネクショ
ンだけでなく、留学するための一歩を踏み出す勇
気が得られると確信しています。

イノシル： https://inoshiru.com
Fanfare：
https://fanfare.medica.co.jp/
medfeed/

医学生の留学を応援するウェブサイト“イノシル”
イノシル

Group

「医」と「宇宙」の接点を覗く
Space Medicine Japan Youth Community　石橋 拓真、大古 一聡

Report

【Facebook】

【イノシル】
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Event

今年10月に開催される「第24回東北大学医学
祭」についてご紹介します。「医学祭」は、医学
部の学生を中心に運営される、「医学・医療」に
着目した企画を特徴とする学園祭です。
今回のテーマは「医療が結ぶ地域の輪」です。
これは「医学祭が、来場者と東北大学およびそ
の学生を輪のように結ぶ交流の場となってほし
い」という私たちの願いを込めたものです。また、
来場者が医学・医療に触れ、自身の健康や最
新の医療について関心を深める場を提供するこ
とも私たちの目標の一つです。
企画の準備も進んでいます。医学祭の開催に
あたり、「子どもから大人まで幅広い世代に楽し
んで学んでもらうこと」を考えて準備しています。

前回の医学祭や毎年のオープンキャンパスでも
人気だった医学実験の体験コーナーも、「実験！
身体のなりたちを調べてみよう」と題してパワー
アップしています。オープンキャンパスでは、あ
る程度生物や化学の知識のある中高生に対し
て基礎医学を体験してもらう企画が多いですが、
医学祭では小学生以下の子どもたちにも楽しん
でもらえるようにしています。今回は塩基配列の
翻訳をテーマに、コドン表を使った暗号パズル
を考えています。パズルを解いて遊びながら、生
体の遺伝情報を身近に感じてもらえるのではな
いかと思います。他にも顕微鏡で細胞を観察し
たり、DNAをエタノール溶液で沈殿させたりする
実験も行い、幅広い世代の方に手を動かして学
んでもらうことを目指しています。（当日は整理券
配布によって参加人数を限らせていただく可能性
があります。）
救急体験の企画では、一般的な一次救命措置

（Basic Life Support, BLS）の講習のみならず、
乳児のBLSや二次救命措置（Advanced Life 
Support, ALS）のデモンストレーションを計画し
ています。これは大学の医学部だからこそ体験
できる企画であり、一般的な救急手技の講習会で
は得られない内容を体験していただきたいと思っ

ての新企画で
す。医学祭だ
からこそでき
る体験・学び
を提供できれ
ばと考えてい
ます。
10 月 の 医 学
祭開催に向け
て、精一杯頑
張ってまいり
ますので、当日はぜひお越しいただければと思い
ます。お待ちしております！

●第24回東北大学医学祭
日程：2019年10月13日（日）〜 14日（月・祝）
場所：東北大学星陵キャンパス
Mail：TohokuMedFes@proj.med.tohoku.ac.jp

活動の近況はFacebook、Twitter
で公開中！
@TohokuMedFesをぜひフォロー
してください！

Event
第24回東北大学医学祭
第24回東北大学医学祭実行委員会委員長　阿久津 諒

ドクタラーゼを読んでいらっしゃる医学生および
医療従事者の皆様、こんにちは。関東医学部
勉強会サークルKeMA（キーマ）です。KeMAは
2016年10月に複数の大学の医学生によって立
ち上げられた総合診療勉強会です。①大学で学
べない、より実践的な医学を主体的に学ぶこと 
②他大学の医学生との交流を図ること ③なによ
り、楽しんで勉強することを目標に勉強会を開催
しています。
勉強会は学生発表の回と、医師を講師にお招き
する回を、あわせて年５回開催しており、毎回約
40人の参加者が集まります。普段の授業や実習
で学んだ知識を整理したり、さらに講師をお呼
びする回では、国試を超えて研修医レベルの内
容を扱うこともあります。その一方で、低学年の
方もたくさん参加してくださるので、レベル設定
にもこだわっています。例えば前半は低学年向け、
後半は高学年向けという２部構成で進行したり、
難しい内容に関しては、高学年が低学年に教え
ることで相互のレベルアップを狙っています。
また、2020年度よりAdvanced OSCEが施行

されることはご存じですか？臓器別の知識のみな
らず、鑑別疾患を想起する能力が求められると
予想されていますが、実際に臨床推論をやってみ
ることが、必要な学びに直結するのではないで
しょうか。（まさしくKeMAの扱っている内容です
ね！）大学の授業だけでは不足しがちな臨床推
論等のエッセンスを高学年の学生から学び、国
試を超えたその先の現場で必要となる知識や思
考回路を、現場の最前線で働いているスーパー
ドクターから直接教えてもらえる機会がここには
あります。思い立った今がチャンスです。まずは
FacebookページからKeMAのイベントに参加し
てみませんか？たくさんの方のご参加をお待ちし
ております。

【次回以降の勉強会開催予定】
（詳細はFacebookで随時更新予定です！）
●東京どまんなか 2.0
日時：2019年8月24日（土）
対象：医学生、臨床研修医
主催：東京どまんなか、関東医学部勉強会サー
クルKeMA、ずんだーキャンプ

●第16回KeMA勉強会
日時：2019年10月20日（日）
 （変更の可能性あり）
内容：エコーハンズオンセミナー、RCPC勉強会
講師：聖マリアンナ医科大学
臨床検査医学講座　五十嵐岳先生

Facebook：
https://www.facebook.com/
kema.education/
Mail：
kema.education@gmail.com

活動紹介と今後のイベントのご案内
関東医学部勉強会サークルKeMA

【Facebook】

【Web】

39

※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。



各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
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を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.23

interviewee

松本 千慶 
interviewer

児玉 ありす

広島県出身。東京大学在学中にバンド
活動・テレビ出演・ライターを経験し、大
学卒業後に東京医科歯科大学に2年次
編入学。在学中に8か月間留学。「イノシ
ル」（P40参照）や予防医療普及協会の
活動に携わる。趣味は料理・アカペラ。
予防医療・グローバルヘルス・ジェネラリ
ストに興味があり、将来は国内外問わず
活躍し、格差をなくす仕事がしたい。

松本 千慶（東京医科歯科大学６年）

profile
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児
玉
︵
以
下
、
児
︶：
松
本
先
輩
に
は
、

所
属
し
て
い
る
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル

や
、
先
輩
が
運
営
に
携
わ
る
医
学
生

向
け
の
留
学
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
イ
ノ
シ
ル
」
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

先
輩
は
東
京
大
学
の
農
学
部
を
卒

業
後
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
に
２
年

次
か
ら
学
士
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

編
入
は
か
な
り
大
き
な
決
断
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
本
︵
以
下
、
松
︶：
そ
う
で
す
ね
。

卒
業
後
の
就
職
先
は
決
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
２
～
３
年
働
い
て
辞
め
る

く
ら
い
な
ら
と
思
い
、
内
定
を
辞
退

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
生
時
代
に

組
ん
で
い
た
バ
ン
ド
の
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
も
そ
れ
と
な
く
決
ま
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
脱
退
し
て
い

ま
す
。
学
士
編
入
学
の
倍
率
は
高
い

の
で
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
駄

目
だ
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
も
具

体
的
に
想
定
し
、
思
い
切
っ
て
挑
戦

し
て
み
ま
し
た
。

児
：
医
療
に
興
味
を
持
た
れ
た
き
っ

か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

松
：
卒
業
す
る
頃
に
、
脳
腫
瘍
と
告

げ
ら
れ
た
身
内
が
手
術
に
よ
っ
て
元

気
を
取
り
戻
す
姿
を
見
て
、
医
療
が

人
を
支
え
て
い
る
と
い
う
実
感
が
湧

い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
時
、

予
防
で
き
る
が
ん
と
そ
う
で
な
い
が

ん
の
違
い
が
気
に
な
り
、
予
防
医
療

に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
農

学
部
で
は
国
際
開
発
農
学
を
学
ん
で

い
た
の
で
す
が
、
卒
業
論
文
で
南
ア

フ
リ
カ
を
テ
ー
マ
に
し
た
際
、
経
済

が
発
展
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
割
合
が
今
で
も
高
い

と
知
っ
た
こ
と
も
、予
防
医
療
に
興
味

を
持
っ
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

児
：
去
年
か
ら
は
一
般
社
団
法
人
予

防
医
療
普
及
協
会
の
活
動
に
も
参
加

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

松
：
は
い
。
予
防
医
療
普
及
協
会
は
、

糖
尿
病
や
子
宮
頸
が
ん
な
ど
と
い
っ

た
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
、
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
医
療

に
関
す
る
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
手

段
を
持
た
な
い
人
が
ま
だ
多
い
な
か
、

苦
労
し
て
で
も
、
自
分
の
決
め
た
目

標
の
た
め
に
頑
張
る
と
い
う
こ
と
は

い
つ
も
心
に
決
め
て
い
ま
す
。

児
：
そ
の
よ
う
な
活
動
的
な
生
き
方

を
す
る
う
え
で
、
何
か
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

松
：
簡
単
な
こ
と
で
も
面
倒
く
さ

が
ら
ず
に
、
ち
ゃ
ん
と
や
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
疲
れ
て
い
て

も
出
か
け
て
み
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た

メ
ー
ル
を
送
っ
て
み
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
る
な
ど
と
い
っ
た

小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
、
思
っ
て
も

み
な
い
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
る
か
ら
で
す
。
実
は
、
か
つ
て

組
ん
で
い
た
バ
ン
ド
が
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
を
掴
ん
だ
の
も
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ー
か
ら
で
し
た
。

　

一
歩
を
踏
み
出
す
だ
け
で
、
出
会

う
人
が
変
わ
り
、
見
え
る
世
界
も
変

わ
っ
て
く
る
。
そ
う
や
っ
て
経
験
し

て
き
た
こ
と
は
、
必
ず
こ
れ
か
ら
の

糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

れ
か
ら
も
、
私
は
自
分
ら
し
い
道
を

歩
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

学
生
の
私
で
も
何
か
働
き
か
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
時
、

こ
の
団
体
に
出
会
い
ま
し
た
。
５
年

生
に
な
っ
て
病
院
実
習
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
思
い
の
ほ
か
時
間
に
融
通
が

利
く
こ
と
に
気
付
き
、
思
い
切
っ
て

門
を
叩
い
て
み
ま
し
た
。

児
：
予
防
医
療
の
啓
発
活
動
も
、
イ

ノ
シ
ル
に
お
け
る
留
学
情
報
の
提
供

も
、
根
底
に
は
情
報
格
差
に
対
す
る

問
題
意
識
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。そ
こ
に
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

松
：
小
学
生
の
頃
、
難
民
支
援
活
動

を
な
さ
っ
て
い
た
緒
方
貞
子
さ
ん
に

感
銘
を
受
け
て
以
来
、
格
差
問
題
に

関
心
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
国
際
開
発

農
学
を
学
ん
だ
の
も
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
医
療

に
関
す
る
情
報
格
差
を
縮
め
る
仕
事

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

児
：
目
標
を
は
っ
き
り
持
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
積
極
的
に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
。

松
：
は
い
。ち
ょ
っ
と
冒
険
し
て
で
も
、

児玉 ありす（東京医科歯科大学４年）

profile

松本先輩はとても行動力のある素敵な先輩で、今まで私には
とても追いつけない存在のように感じていた部分もありました。
今回お話を聞いて、先輩のバイタリティの源は、ちょっとした努力
の積み重ねやしっかりとした目標設定にあると知ることができ、
自分もできることから行動してみようという気持ちになりました。
とても有意義な時間をありがとうございました。

※医学生の学年は取材当時のものです。41




